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損害防止サーキュラー No.07-09 
 
 
ハイリスクな海賊の水域を通航前の船長の指示 
 
 
 
海賊は現在、海運業界への主要な関心ごとの一つである。本船を適切に準備するために全ての乗組員が完

全に状況及びなすべき課題を理解しておくことが重要である。それゆえに水域を航行する前に乗組員への船

長の指示が推奨される。船長の指示を準備する際に考慮されるべき項目を以下記載する。 
 
通航の水域 

● ハイリスクな水域のチャート 
● ハイリスク水域内の予定航路及び通過時間 
● 気象予報 

 
状況とリスク評価 

● 水域における現在の海賊の状況 
○ 海賊の作戦の既知の方法と予期される武力の使用 
○ 予想される海賊の数 
○ 海賊の過去の成功確率 

● 海上警備の状況 
○ 水域における他の民間船舶 
○ 作戦中の海軍や民間の武装エスコートあるいは有効な支援 
○ 連絡が取れる公的機関や組織 
○ 水域における海軍のレスキューのリソース 

● 船主の方針 ― 概要 
● 船長の全体のリスク評価（１） 

○ 乗組員の安全 
○ 乾舷の高さ 
○ 予測天候 
○ 通航時間 
○ 最近の海賊の活動 
○ 弱点の特定と対抗策の強化 

● 海賊の発見とその活動を遅延させる本船上における有効な物理的方法 ― 

例として、有刺鉄線、放水用ホース、カメラ、異なるレンジで作動するレーダー当直(例 3nm, 
12nm)、見張り当直をおく、護衛要員（船主の方針により武装あるいは非武装）、内部の連絡手

段、夜間可視ゴーグル 
 
ミッション 

● 
ハイリスクな海賊水域を船舶を通航させるために攻撃されやすい場所の補強策を準備し実行す

る。 
● 訓練を実行し、計画した乗っ取りの手順を反復する。 
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船舶保安計画の実施 

● 一般事項 
○ 船舶の閉鎖の準備 
○ 当直中の人間のみ船橋あるいは外部への出入りを許可 
○ 通常の状態より各危険レベルに応じた対応 
 

● 以下のシナリオに対する計画手順 
○ 疑わしき船舶の通報 

■ 船舶/ボートの詳細 
■ 移動の距離と方向 
■ 船上の人数 
■ 追加情報 (視認された武器) 
 

○ 威嚇あるいは攻撃しながら接近する船舶 
■ 直ちに船橋に通知 
■ 追加指示とともに海賊警報発動 
■ 本船のSSAS （Security Alert System）やAIS (Automatic Identification 

System) の発動（もしスイッチが入っていなければ） 
■ UKMTO (UK Maritime Trade Organization) 

あるいはその他の現地報告場所を緊急呼び出しする。 
■ 攻撃側に対してすでに発見したという信号を送る。 
■ 残っている物理的対抗策を実施する。 
■ 乗組員を所定の場所へ撤退 
■ 消火ホースのような遠隔操作の保安方法を発動 
■ 回避する操船と最大速度 
 

○ 進行中の敵の乗船 
■ 必要かつ可能ならば。機関室より船をコントロール 
■ 船長及び仕官は船橋を閉鎖して安全な部屋に撤退 
■ VHF 16(8) チャンネルでの報告 

 
コミュニケーション 

● 全ての当直者は無線ラジオを持つ 
● 船橋上あるいは安全な部屋でのVHF 16 (8) チャンネル 
● 適切なコンタクト情報を特定し、船橋に備えておく。 

これには、MTOドバイ・ホットライン、会社、MSC-HOA (Maritime Security Center – Horn of 
Africa), CJTF-HOF (The Commander of the Joint Task Force in the Horn of Africa),  
援助機関、近場に居る他の船舶や軍艦（２）などを含む。 

● 全ての通信機器を試験する 
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その他 

● 安全な部屋を用意し、補給品、食料、水、医薬品、通信装置やVHFを備えておく。 
● 火器や小型の武器に傷つきやすい全ての外部器具類を可能な限り保護しておく。 
● 

本船に入る足掛りになるような、あるいは本船へ損傷を与える原因となるような全ての外部の器

具類は取り外しておく。 
 
 
 

(1) 詳細はOCIMF (Oil Companies International Marine Forum) , Practical Measure to Avoid, Deter, or 
Delay Piracy Attackを参照 

 
(2) GoA, Horn of Africaの連絡先はPractical Measure to Avoid, Deter, or Delay Piracy Attackを参照 
 
 
このサーキュラーはBestia Risk Consulting, Osloの協力で作成された。 
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